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黒目橋河川敷
　クリーン作戦

　きれいで安全な河川環境をつくるため、羽生田黒川

橋周辺の住民の皆さん２００人が参加して２月２・３

日の両日、河川敷のクリーン作戦が展回されました。

(関連記事P11)

発行　壬生町役場　編集総務部企画財政諜毎月15日発行　〒321-02栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号�0282-82-1234
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４月オープン　おもちゃのまち駅自転乗駐車場

　定期使用（桂単位）の申込みを受付

　自転車利用者の利便を図り、駅周辺の放置自転車　Ｉ施設概要

の追放、そして、美観と良好な交通環境を守るため、

昨年から工事を進めていたおちゃのまち駅東広場の

地下自転敢駐車場が完成レ　４月１日から駐車揚が

使用開始になります。

　定期使用けか月、３か月、６か月）の方は、３

月22日から受付しますので、お申込みください。

・利用時回　午前５時～午後１０時４０分

■申込期［］３月22口～31日（土、日、祝日は除Ｏ

　　　　　　午後１時～５時（４／１以降随時受付）

・申込場所　役場都市計画課及び自転車駐車場事務室

○なお、４月１日以降、東口仮駐車場及び西口ロー

タリーには駐車できません。

　
町
で
は
、
歩
行
の
妨
げ
に
な
り
、
美
観
を
そ
こ
ね
て
い
る

無
秩
序
な
放
置
自
転
車
を
な
く
す
た
め
、
『
壬
生
町
白
虹
車
の

放
流
の
防
浪
に
関
す
る
条
例
』
を
つ
く
り
、
左
図
の
と
お
ｈ
へ

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
周
辺
を
「
自
転
車
放
流
禁
止
区
域
及
び

放
置
規
制
区
域
」
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
区
域
に
自
社
車
を
放
置
し
ま
す
と
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
、
保
管
場
所
へ
撤
去
し
、
１
０
０
０
円
を
撤
去
費
用
と

し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

撤
去
費
用

Ｉ
０
０
０
円

百
二
よ

　
・
返
還
場
所
　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
自
転
車
駐
車
場
内

　
・
返
還
日
　
毎
月
第
２
・
弟
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
祝
祭
日
は
翌
日
。
年
末
こ
年
始
は
除
く
）

　
・
返
還
に
必
　
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
・
保

　
要
な
も
の
　
険
証
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ギ

　
　
　
　
　
　
印
　
　
鑑

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
周
辺
が

　
自
転
車
の
八
八

1
0
91
八
こ
こ
に
な
り
ま
す

鉄筋コンクリート造。地下１階。施設

面積1､256.19�（約380坪）

・収容台数　H51台（自転車目09合、ミニバイク42台）

一般の使用料金

学生の使用料金

使用上の注意事項

（1）自転車駐車場の登録証は、常に携帯

　示を求めたときはこれに従うこと｡‥

( 2 )

… … …

登 録 票 肌 ﾚ 原 則 と し て 後 部 泥 よ け の反射器の直上

づし

.

部 拡 肺 付 す 泰 こ

… … …

とぷ : … … 吊 犬 上 ; E …

…

…

…

ご = = =

. . , 1

j ﾐ

; : j

…

…

.

･

壮

… …

… …

:

f

, ;

: = :

, ; . ,

=

,

= =

,

= =

,

l

,

l

, 1 ｡ 1 1 1

1 . 1 1 : : : : : ･ ･ . : ･ ･ ･ . 1 1 ; : ; ; I . ･ . ･ . ･ . ･ . 1 . 1 . 1 ･ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ･ : : : : . ･ 1 . 1 1 1 1 1 . . ･ . 　 ･ . ･ ; ; : . ･ ･ | . ‥ ･ ･ : ･ : : : ･ : : . ･ : : : : ･ : : . ‥ ' : . " ･ ; ; ･ ; ･ ･ ･ ･ ･ ･ . ･ . ･ ' ･ ‥ ･ . ･ ･ ･ ; ･ ; ; ･ ･ ･ ･ . ･ ･ ･ : : : ･ ‥ ･ : : . : : : : : . ･ . : : : : . : : : : … … … |

ｽ 朗 ﾌ ﾟ : 自 転 車 は 定 j め ﾔ ら 表 だ 殖 脈 に 駐 車 厄 ;

,

必 ず 幽 泗 目 に

　 こ と レ 　…… 1 ' 　 　 　 　 1 　 ‥ ‥ ‥ ‥ 　 　 　 ‥ ‥ ‥‥ ; 　 　 　 　 '

（4）施設又は付帯施設を破損、又は汚損しないこと。

（5）火気の使用又は危険物の持ち込み等をしないこと。

（6）申請書等に記載した事項に変更があったときは、
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　　　　　　　　　　　　おもちゃのまち駅周辺の

　　　　　　　　　　　　　　自転車放置禁止区域

．

放置規制区域(平成６年４月１日ｶヽら)
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Ｉ

Ｉ
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町立保育所の名称が変わります

平成6年4月１日から壬生町立保育所の名称が､下記の

とおり変更になりますので､お知らせします。

楽しいなわとびをする子どもたち

旧　名　称 新　名　称 所　在　地

第１保育所 とおりまち保育園 壬生町通町16-9

第２保育所 やすづか保育園 ク　大字安塚1,197

第３保育所 いなば保育園 ク　大字上稲葉935

第４保育所 しもだい保育園 ク　駅東6-23

第５保育所 すけがい保育園 ク　大字肋谷1,165

-

' W
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町
長
表
彰
の
み
な
さ
ん
（
上
・
小
学
生
、
下
・
中
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
】

　
平
成
５
年
度
県
―
位
以
上
の
成
績
を
納
め
た
児
童
・
生
徒
を
た
た
え
る

町
長
表
形
式
が
２
月
２
２
日
、
役
場
正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
５
年
度
中
に
県
レ
ベ
ル
以
上
の
各
種
犬
合
に
お
い
て
、

県
１
位
以
上
の
優
秀
な
成
績
を
納
め
大
形
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
に
対
し
、

そ
の
成
績
と
と
も
に
日
ご
ろ
の
努
力
を
た
た
え
、
今
後
、
さ
ら
に
活
躍
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
町
長
表
彰
し
た
も
の
で
す
。
今
年
度
（
２
月
1
4
日
現

在
）
は
、
団
体
３
（
３
８
Ａ
、
個
人
２
８
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
団
　
体

●
第
４
７
回
栃
木
県
理
科
展
覧
会

　
発
表
の
部
最
優
秀
賞

・
千
牛
車
小
学
校
（
４
名
）

　
６
年
　
小
太
刀
一
也
、
館
野
正
敏

　
　
　
　
関
口
千
鶴
、
肢
葉
智
美

●
第
７
㈲
全
日
本
小
学
生
男
女
選
抜

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
県
子

　
選
会
貼
優
勝
蚤
国
太
会
出
号

・
壬
牛
車
小
学
校
（
１
９
名
）

　
６
年
　
小
平
知
恵
子
、
稲
葉
美
香

　
　
　
　
安
野
朋
美
、
高
山
美
智
代

　
　
　
　
伊
藤
理
恵
、
高
山
真
手
、

　
　
　
　
高
山
小
百
合
、
高
岩
智
子

　
　
　
　
全
山
陽
子
、
須
永
早
苗
、

　
５
年
　
古
市
亜
由
美
、
石
村
佳
美

　
　
　
　
高
山
恵
子
、
宮
腰
美
菜
子

　
　
　
　
中
川
綾
子
、
高
山
ひ
と
み

　
　
　
　
尾
内
美
加

　
４
年
高
山
順
子
、
森
多
那
’
‥
Ｊ

●
第
６
回
栃
木
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

　
会
長
棒
争
奪
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
ー

　
大
会
優
勝

ふ
実
例
中
学
校
（
1
5
名
）

　
２
年
　
荒
井
幸
彦
、
門
脇
拓

　
　
　
城
丸
晃
章
、
円
山
　
透

　
　
　
望
月
　
章
、
臼
井
秀
明

　
　
　
黒
川
将
司
、
石
川
立
志

　
　
　
森
田
裕
之

　
１
年
飯
塚
融
、
諸
岡
徹

　
　
　
野
田
恭
史
、
安
藤
祐
介

　
　
　
奥
本
秀
明
、
金
丸
明
広

　
固
　
人

　
イ
ー

●
優
秀
選
手
賞

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
・
壬
生
来
小
学
校
（
４
名
）

　
６
年
　
小
平
知
恵
子
、
稲
葉
美
香

　
　
　
　
安
野
朋
美
、
高
山
真
季

・
壬
生
北
小
学
校
６
年
　
川
又
美
紗

◇
野
球

・
千
生
中
学
校
３
年
　
　
神
長
良
雄

・
南
犬
飼
中
学
校
３
年
　
大
木
邦
彦
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◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
壬
生
中
学
校
３
年
　
　
井
上
慎
吾

Ｉ
　
　
　
ク
　
　
ク
　
　
　
　
福
田
勝
城

◇
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　
南
犬
飼
中
学
校
３
年
　
粂
川
雅
代

●
有
望
選
手
賞

◇
野
球

　
南
犬
飼
中
学
校
３
年
　
西
村
彰
文

◇
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　
南
犬
飼
中
学
校
３
年
　
高
原
麻
衣
子

　
回
生
墨
似
□

◆
第
１
０
回
栃
木
県
少
年
柔
道
・
剣
道

　
大
会
優
勝
　
　
６
年
　
高
村
泰
央

◆
第
２
７
回
栃
木
県
小
学
生
剣
道
練
成

　
大
会

　
・
６
年
男
子
の
部
優
勝
　
高
村
泰
央

　
・
５
年
女
子
の
部
優
勝
　
大
橋
亜
加
判

◆
第
４
回
栃
木
県
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

　
ル
小
学
３
・
４
年
の
部
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落
合
慶
子

◆
第
９
回
朽
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
中
火
大
会
少
年
少
女
５
・
６
年

　
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
山
恵
美

◆
第
２
回
関
東
甲
信
越
少
年
レ
ス
リ

　
ン
グ
犬
合

・
［
？
６
年
の
部
優
勝
　
疋
田
健
次
郎

・
３
・
４
年
の
部
優
勝
　
荒
川
芳
久

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
ニ
奉
示
半
社
□

◆
ダ
ン
ロ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選

　
手
権
栃
木
県
大
会
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
５
年
　
鈴
木
詩
子

◆
梁
2
7
回
栃
木
県
小
学
生
剣
道
練
成

　
大
会
６
年
女
子
優
勝
　
粂
川
奈
津
子

　
－
　
ロ
型
車
炭
黙
□

◆
「
い
き
い
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

　
あ
ち
ゃ
ん
」
作
文
＝
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞
　
　
２
年
　
篠
原
世
利

　
一
安
塚
小
学
校
一

◆
梁
６
回
勤
く
お
も
ち
ゃ
作
品
展

　
員
俊
秀
賞
　
　
３
年
　
高
田
絃
爾

　
⊇
圭
市
雲
□

　
－
◆
関
東
甲
信
越
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
大

　
会
・
栃
木
県
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選

　
手
権
大
会
優
勝
　
３
年
船
越
　
聡

◆
関
東
大
会
栃
木
県
予
選
大
会
八
百

　
ｍ
走
―
位
　
　
３
年
　
改
築
幸
恵

◆
栃
木
県
総
合
体
育
大
会
四
百
ｍ
走

　
１
位
　
　
　
　
３
年
　
石
川
朋
彦

　
一
南
犬
飼
中
学
校
一

◆
梁
１
０
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校
放

　
送
栃
木
県
予
選

・
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
３
年
　
日
之
西
美
香

　
・
朗
読
部
門
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
３
年
粒
良
知
加

◆
帝
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

　
支
呉
織
級
２
位

　
　
　
　
　
　
　
２
年
　
静
信
次
郎

新
社
会
人
に
対
す
る
消
費
者
啓
発

　
気
を
つ
け
て
甘
い
誘
惑
も
う
け
話

　
４
月
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
み

な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
正
社
員

と
し
て
収
入
を
得
て
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
次
の
悪
質
商
法
の
実
例
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

士う
ま
い
話
に
は
の
ら
な
い

　
巧
み
な
手
口
で
誘
い
を
か
け
、
犬

切
な
お
金
を
だ
ま
し
と
る
の
が
「
悪

徳
商
法
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
最
近

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
が
被
害
に
巻
き

込
ま
れ
た
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
マ
ル
チ
商
法

　
　
「
新
し
い
会
員
を
誘
え
ば
、
高
額

な
収
入
が
得
ら
れ
る
」
と
高
い
商
品

を
購
入
さ
せ
た
り
、
入
会
金
な
ど
を

支
払
わ
せ
た
り
す
庶
商
法
。
こ
う
し

て
組
織
に
加
入
さ
せ
、
自
分
よ
り
後

に
入
っ
て
き
た
会
員
か
ら
利
益
を
得

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
の
落
と
し
穴

　
収
入
を
考
え
た
使
い
方
を

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
は
、
お
金

が
な
く
て
も
後
払
い
で
き
る
の
で
使

る
仕
組
み
で
す
。
し
か
し
、
白
分
が

人
会
し
た
と
き
に
出
し
た
お
金
に
見

今
っ
収
入
を
得
る
の
は
た
い
へ
ん
む

ず
か
し
く
、
ま
た
、
友
人
や
知
人
な

ど
を
勧
誘
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

交
友
関
係
を
壊
す
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
う
ま
い
話
に
は
、
よ
く
注

意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格
商
法

　
　
「
国
家
資
格
に
な
る
」
「
試
験
が
免

除
に
な
る
」
「
昇
進
に
有
利
」
な
ど
と

電
話
で
勧
誘
し
、
講
座
の
受
講
や
教

材
購
入
の
契
約
を
さ
せ
る
商
法
。
民

間
の
任
意
資
格
な
の
に
、
国
仁
認
定

利
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
。
魔
法
の
カ

１
万
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
い
方

を
誤
る
と
、
自
分
の
支
払
い
能
力
を

超
え
た
金
額
が
後
か
ら
請
求
さ
れ
、

な
か
に
は
返
済
で
き
な
く
な
る
人
も

ヽ
リ
　
。
：
゜
ノ
ヅ
　
Ｊ

さ
れ
た
資
格
で
、
す
ぐ
に
で
も
国
家

資
格
に
な
る
よ
う
な
説
明
を
し
ま
す
。

し
か
し
、
国
家
資
格
は
こ
う
し
た
講

座
を
受
講
し
た
だ
け
で
、
筒
単
に
取

得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
継
続
的
サ
ー
ビ
ス

　
継
続
的
に
サ
し
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
る
エ
ス
テ
や
語
学
故
京
は
、
契
約

時
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
や
現
金
一

括
払
い
な
ど
の
方
法
が
多
く
、
中
途

解
約
や
既
払
い
金
の
返
還
を
巡
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
、
支
払
い
方
法
、
中
途

解
約
条
件
な
ど
を
十
分
に
俯
認
し
て

契
約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
先

通
商
産
業
省
消
費
者
相
談
室

　
�
０
３
Ｆ
－
３
５
０
１
－
４
６
５
７

ま
た
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
�

０
２
８
６
－
３
４
－
３
１
８
１
）
、

役
場
商
工
観
光
課
（
四
８
２
１
１
２

３
言
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。
月
々
の
収
入
を
考
え
て
、

利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ツ
ミ
ｒ
ｌ
　
ｌ
‐
‐
‐
。
・

　
レ
ド
呂
」
ソ
ム
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　゜゛゛’考えてみませんか/

jゝj1DS　　お子さんの性教育･ｴｲｽﾞ教育を

　エイズは世界各国で爆発的に増加し、深刻な社会問

題となっています。

　日本でも10歳代、20歳代の若い世代に感染が広がり

つつあり、今後の急増が予想されます。

　壬生町教育委員会は、このような時期に文部省より

平成５年度から３年間、エイズ教育（性教育）推進地

域の研究指定を受けました。

　この研究は人間尊重、男女平等の精神にもとづき、

　・エイズを予防する能力や態度をもつ

　・エイズに対するいたずらな不安や偏見をもたない

を基本にして、予どもたちを学校・家庭・地域が一丸

となって育てる方法を探ることを目的としています。

　本町では、壬生小、壬生中、壬生高校を中心に全

小・中学校で研究を進めていきますが、みなさまの深

いご理解とご支援がぜひとも必要です。

　これから、授業参観、講演会、資料の配布などを実

施する予定ですので、そのおりには温かいご協力をお

願いします。

ｆ

　
　
　
盛
　
ゝ

　１月29日、壬生中央公民鉱夫ホールで性教育（エイ

ズ教育）の講演会を開き、「これからの性教育（エイ

ズ教育）と学校・家庭のあり方」という内容で、謁協

医科大学の斎藤安弘先生にお話をしていただきまし

た。

　朝、雪が降るあいにくの天候でしたが、町内各学校

の教職員やＰＴＡ会員など約３２０名の参加があり、

「科学的（医学的）知識を十分に教えること］、目生や

エイズに関することを率直に子どもと話し合うこと」、

「人権をベースにすること」が大切という斎藤先生の

お話に、参加者は熱心にメモを取っていました。

エイズのミニ知識
　エイズとは

　　どんな病気なのでしようか

　エイズとはエイズウィルス（ＨＩＶ）に

よって引き起こされる免疫力の低下をきた

す病気です。

　わたしたちの体には、病原菌や毒素が人

゜ってくるとそれに抵抗し、身体を守るはた

　らき＝免疫力（抵抗力）があります。

　　エイズの場合は、感染してエイズウィル

　ス（ＨＩＶ）が体に入ってくると、免疫に関係あるリ

　ンパ球に入り、これを破壊してしまうので、免疫力が

｜低下し、病原菌に抵抗する力が弱くなり、さらに進む

　と免疫不全という状態になります。

　　免疫不全ということになると、風邪から簡単に肺炎

　になったり、さらにはカリニ肺炎、カンジタ症やサイ

　トメガロウィルス感染症等の日和見感染症を合併した

　り悪性リンパ腫等を発生し、数年で死亡するという恐

yろしい病気です。

監修　栃木県伝染病子防調査協議会会長

　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　　　　　松　本　　幸　三

　このエイズウィルス（ＨＩＶ）の感染経

路は、①血液製剤　①吐行為　③母子感染

の３つがあげられますが、現在の主な感染

経路は性行為に伴う感染です。ですから、

正しい知識を身につけて行動をとっていれ

ば感染の心配のないウィルスです。

　今月号から『エイズのミニ知識』として予防法や症

状、家庭でのエイズ教育などについて連載します。

　もし、エイズやエイズ教育などについてのご質問が

ありましたら、壬生町エイズ教育（性教育）推進委員

会事務局（教育委員会内　�８２－０９３４　壬生町通

町12－22）まで電話または郵便でお問い合わせくださ

い。

この欄でお答えしたいと思います。（匿名でも結構です）
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渡
辺
先
生
の
基
調
講
演

老人演芸大会

　　多彩な芸を披露

女
性
の
つ
ど
い

　
　
「
豊
か
な
明
日
を
つ
く
る
た
め
に
」

　
　
『
豊
か
な
明
日
を
則
ろ
う
』
（
い
ま
、

あ
な
た
が
変
わ
る
と
き
）
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
壬
生
町
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
（
荻
原
久
子
会
長
）
と
町
教
育

委
員
会
共
催
に
よ
る
弟
６
回
女
性
の

っ
と
い
が
１
月
２
９
口
、
壬
生
中
央
公

民
館
中
ホ
ー
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
渡
辺
達
也
先
生

に
お
い
で
い
た
だ
き
「
箱
根
ハ
里
」

を
作
詞
し
た
鳥
居
恍
呈
生
町
出
言

の
い
き
ざ
ま
に
っ
い
て
、
興
味
深
い

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
海
外
研
修
報
告
で
は
、
昨

　壬生町老人クラブ連合会（梁高定詰会長）

主催の弟16回老人演芸大会および作品展示会

が２月18日、壬生中央公民館で開かれ、町内

69単位老人クラブが参加しました。

　同公民他人ホールの演芸大会会場は、お年

寄りの熱気であふれ、歌に踊りに日ごろ培っ

た多彩な芸を披露して、楽しい一日を過ごし

ていました。

　また、中ホールの作品展示会場では、老人

クラブ員の力作が所狭しと並べられていまし

た。

年
の
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団
の
一

員
と
し
て
福
祉
先
進
国
の
デ
ン
マ
ー

ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
お
よ
び
フ
ラ
ン

ス
を
視
察
し
て
き
た
林
光
代
さ
ん

（
商
工
会
婦
人
部
長
）
と
栗
原
芳
子
さ

ん
（
消
費
老
友
の
会
会
長
）
、
そ
し
て

犬
島
美
智
子
さ
ん
（
婦
人
会
訓
令
長
）

の
３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
見
聞
し
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
フ
ラ
ワ
ー
コ
土
フ
ス
に
よ
る
歌
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

お
年
寄
り
が
熱
演
し
ま
し
た
。

安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
高
齢
者
福
祉
ま
つ
り

　
１
５
０
人
が
楽
し
い
一
日

　
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
（
河
野
辺
晃
一
会
長
）
主
催
の

第
２
回
高
齢
者
福
祉
ま
つ
り
が
２
月

口
口
、
同
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
お
年
寄
り
１
５
０
人
を
招
待

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
た
ち
は
、
用
意
さ
れ
た

お
茶
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
、
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
聴
い

て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
に
聴
き
入
る
招
待
者
た
ち

１
２
１
人
が
剣
技
競
う

　
千
生
野
教
育
委
員
会
主
催
の
第
８

回
町
民
剣
道
犬
合
が
２
月
２
０
日
、
総

合
運
動
場
武
道
館
で
１
２
１
人
が
参

加
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

競
技
成
績

【
小
学
１
～
２
年
生
の
部
】

　
優
腰
元
十
嵐
信
宏
（
お
）

　
準
優
勝
高
田
俊
幸
（
羽
）

【
小
学
３
～
４
年
生
の
部
】

　
優
勝
高
村
久
美
子
芋
）

　
準
優
勝
金
田
孝
一
　
芋
）

【
小
学
５
～
６
年
生
の
部
】

　
優
勝
高
村
泰
失
言
）

　
準
優
勝
加
細
径
治
（
お
）

【
中
学
生
男
子
の
部
】

　
優
勝
木
野
内
帚
二
羽
）

　
準
優
勝
秋
滞
俊
幸
（
お
）

【
中
学
生
女
子
の
部
】

　
優
勝
柿
沼
美
里
（
南
火
中
）

　
準
優
勝
里
一
騎
ま
ゆ
み
（
羽
）

※
（
お
）
＝
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
剣
道

故
京
、
（
羽
）
＝
羽
生
田
剣
道
ク
ラ

ブ
、
（
壬
）
＝
壬
生
少
年
剣
道
教
室

【
一
般
の
部
】

　
優
勝
木
野
内
正
美
♀
坪
）

　
準
優
勝
里
子
和
幸
玉
野
）



　
建
設
畑
6
0
年
と
い
う
茂
義
さ
ん
は

「
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、
か

か
る
の
は
歯
医
者
だ
け
」
と
お
元
気

　
　
　
　
　
　
　
　
）

-

で
、
現
在
も
働
い
て
い
ま
す
。
壬
生

に
住
ん
で
Ｅ
一
年
に
な
る
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
、
仕
事
で
あ
っ
ち
こ
っ

　密達者

　カッフル

甘国谷外道
田中　茂義さん（80）

　　　フヨさん（ｱ4）

｢思い出の藤井橋｣

藤井小学校６年

　　湯渾　誠嗣

夫妻

☆
lg

器
ス
ケ
ッ
チ
⑩

　　　　英会話特訓中

　　　　上表町　荒川　幸子さん

　「大学の時、海が近くだったのでサーフィ

ンをやっていましたが、今は、地理的にでき

ないのが残念です］という幸子さん。

　卒業旅行でニューヨークに行った時、言葉

に不自由したのがきっかけで、英会話を勉強

しているという彼女、「将来、ヨーロッパかア

メリカ西海岸に行ってみたい」と抱負を話し

てくれました。

｢パワーショベル｣

藤井小学校２年

　　橋本　ゆかり

腸
◎
⑩
岳

８



ふれあ
あ
や
と
り
を
教
わ
る
児
童

｀W

ち
の
現
場
に
行
き
、
そ
の
度
に
「
ず

い
ぶ
ん
転
勤
（
転
居
）
し
ま
し
た
」

と
フ
ヨ
さ
ん
も
い
い
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
団
地
の
開
発
の
と
き
に

茂
義
さ
ん
は
、
北
進
建
設
の
現
場
監

督
と
し
て
造
成
か
ら
道
路
、
工
場
、

住
宅
の
建
設
な
ど
を
手
掛
け
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
林
も
あ
っ
て
、
き
っ
ね

や
た
ぬ
き
、
う
さ
ぎ
も
い
た
と
い
い
、

特
に
へ
び
は
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
茂
義
さ
ん
の
楽
し
み
は
、
ウ
ィ
ス

キ
ー
（
ス
ト
レ
ー
ト
）
　
一
杯
の
晩
酌

で
す
。
ま
た
、
休
日
に
は
さ
つ
き
の

手
入
れ
を
し
た
り
、
3
0
坪
（
借
り
て

い
る
）
の
畑
で
野
菜
や
じ
ゃ
が
い
も

を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ヨ
さ
ん
は
、
毎
朝
、
ヲ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
で
か
ら
、
８
時
ご
ろ
に
お
も

ち
ゃ
の
ま
ち
に
住
む
嬢
さ
ん
の
所
へ

自
転
車
で
出
掛
け
る
の
が
日
課
で
、

「
お
茶
で
も
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
り
、
話
し
た

り
し
て
、
そ
れ
が
ボ
ケ
防
止
に
な
っ

て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
人
と
も
何
で
も
食
べ
ま
す
が
、

北
海
道
生
ま
れ
の
茂
義
さ
ん
は
魚
と

野
菜
、
そ
ば
が
好
き
で
、
フ
ヨ
さ
ん

は
う
ど
ん
、
野
菜
が
好
き
と
い
い
ま

す
。
け
れ
ど
、
一
日
３
度
の
味
噌
汁

は
二
人
と
も
欠
か
さ
な
い
そ
う
で
す
。

壬
生
来
小
学
校
で
体
験
学
習

　
　
地
元
の
お
年
寄
り
か
ら

　
　
昔
の
正
月
遊
び
教
わ
る

　
壬
生
東
小
学
校
（
坂
本
泰
通
校
長
）

で
１
月
２
６
日
、
「
む
か
し
か
ら
の
正
月

の
遊
び
を
し
よ
う
」
と
１
年
生
の
生

活
科
の
時
間
に
、
国
谷
第
ニ
長
寿
会

（
渡
辺
忠
次
郎
会
長
）
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
１
年
生
の
各
教
室
で

お
年
寄
り
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ
ろ
の

学
校
の
よ
う
す
や
食
べ
物
の
お
話
を

聞
い
た
後
、
６
～
７
人
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
「
あ
や
と
り
」
や
「
お

は
じ
き
」
な
ど
を
一
緒
に
遊
び
な
が

ら
教
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
１
年
生
全
員
が
体
育
館

に
集
ま
り
、
昔
、
正
月
の
と
き
な
ど

に
よ
く
遊
ん
だ
「
お
手
玉
」
や
日

ま
回
し
」
を
お
年
寄
り
か
ら
教
わ
り

有
意
義
な
授
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
岡
谷
第
一
一
長
寿
会
か
ら
学

校
に
、
手
作
り
の
「
お
手
玉
」
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

ッ子アルバムチピ

ヽ -

直哉ちやえ（３歳・長男）

貴亮ちやえ（１歳・２男）

涼太ちゃ･い３歳・長男）

淳也ちゃえ（１歳・２男）

（
父
）
荒
川
　
剛
さ
ん

（
母
）
　
　
ク
　
　
由
美
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
杢
匠
で
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

元
首
大
野
啓
三
さ
ん

毎
）
　
　
ク
　
　
久
美
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
万
町
）

（
車
塚
）

い
っ
も
笑
顔
を
忘
れ
な
い
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

広報みぶ９
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年
末
・
年
始
に
夜
警
団
巡
回

　
Ｌ
Ｌ
河
岸
ク
ラ
ブ
に
感
謝
状

　
壬
生
地
区
逓
合
自
活
会
防
犯
組
合

矢
見
武
会
長
）
は
１
月
３
１
日
、
夜
警

団
を
組
織
し
て
地
域
の
防
犯
・
防
火

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
壬

生
上
河
岸
ク
ラ
ブ
（
上
通
町
自
治
会

青
年
部
、
塚
本
一
美
部
長
、
部
員
３
６

名
）
に
対
し
、
防
犯
功
労
団
体
と
し

て
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
上
河
岸
ク
ラ
ブ
は
、
自
分
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
平
成
２
年

の
１
２
月
か
ら
夜
警
団
（
５
人
１
組
の

７
班
編
成
）
を
組
織
し
、
年
末
・
年

y ｀

始
（
今
回
は
１
２
月
2
0
日
～
１
月
３
１
日
、

年
始
の
９
日
間
は
除
く
）
に
か
け
て
、

防
犯
・
防
火
と
地
区
住
民
の
意
識
の

高
揚
を
兼
ね
て
、
上
通
町
自
治
会
内

を
約
１
時
間
、
く
ま
な
く
巡
回
し
て

い
ま
す
。

　
同
防
犯
組
合
で
は
、
上
河
岸
ク
ラ

ブ
の
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
・
防
火
活

動
に
報
い
る
た
め
感
謝
状
を
贈
っ
た

も
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
活

動
が
さ
ら
に
各
地
で
積
極
的
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

塚
本
部
長
（
中
央
）
と
島
根
上
通
耶

自
治
会
長
（
左
）
、
人
見
会
長

県
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル
・
花
い
っ
ぱ
い
部
門

　
３
老
人
会
が
優
秀
賞
を
受
賞

　
栃
木
県
道
路
愛
護
運
合
会
の
道
路

言
浚
作
業
コ
ン
ク
ー
ル
表
形
式
が
２

月
1
4
日
、
栃
木
会
館
で
行
わ
れ
、
そ

の
席
上
、
壬
生
町
道
路
愛
護
会
の
松

原
老
人
ク
ラ
ブ
（
鈴
水
平
治
会
意

お
よ
び
下
町
松
貼
会
（
渡
辺
敏
夫
会

町
長
室
に
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
右
か

ら
鈴
木
平
沼
さ
ん
、
荒
川
政
雄
さ
ん

渡
辺
敏
夫
さ
ん
と
清
水
町
長

　
　
　
　
　
　
　
）

号
、
藤
井
万
年
青
会
（
荒
川
政
雄
会

長
）
の
３
団
体
が
、
花
い
っ
ぱ
い
部

門
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
津
漓
瀬
」

《
松
原
老
人
ク
ラ
ブ
〉

　
国
道
３
５
２
号
線
の
花
壇
約
１
０

０
ｍ
の
区
間
に
、
会
員
５
５
人
が
パ
ン

ジ
ー
や
葉
ボ
タ
ン
な
ど
を
持
参
し
、

花
の
植
え
付
け
と
草
取
り
な
ど
の
清

掃
を
行
い
道
路
愛
護
に
努
め
て
い
る
。

大
規
模
建
物
火
災
に
備
え

　
　
　
消
防
演
習
を
実
施

　
　
「
午
前
９
時
３
０
分
、
壬
生
北
小
学
役

職
員
室
か
ら
出
火
、
他
教
室
へ
延
焼
拡

大
中
、
児
童
１
名
が
逃
げ
遅
れ
た
模
様
」

－
こ
れ
は
、
２
月
１
９
口
に
壬
生
北

小
学
校
で
行
わ
れ
た
消
防
演
習
の
１
１

９
番
通
報
で
す
。

　
こ
の
消
防
演
習
は
、
町
消
防
団
（
梁

高
安
男
団
長
）
並
び
仁
石
橋
地
区
消
防

組
合
に
よ
り
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
大
規
模
建
物
で
あ
る

学
校
火
災
を
想
定
し
、
避
難
誘
導
、
初

期
消
火
訓
練
及
び
救
出
・
救
助
、
火
災

《
下
町
松
寿
会
》

　
会
員
6
0
人
が
国
道
３
５
２
ひ
線
の

花
壇
約
１
０
０
ｍ
の
区
間
を
清
掃
し
、

待
ち
寄
っ
た
カ
ン
ナ
の
球
根
を
植
え

付
け
て
、
き
れ
い
な
道
路
環
境
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
る
。

《
藤
井
万
年
青
会
》

　
同
地
城
内
の
町
遺
習
万
緑
沿
い
約

４
ｏ
ｏ
ｍ
に
、
会
員
（
１
０
ｏ
Ａ

が
協
力
し
て
さ
つ
き
の
手
入
れ
や
草

取
り
な
ど
の
清
掃
を
し
、
草
花
の
あ

る
道
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

一

防
御
訓
練
、
連
携
動
作
な
ど
の
協
力
体

制
の
確
立
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
演
習
は
、
職
員
室
か
ら
の
火
災
発
生

と
同
時
に
職
員
に
よ
る
児
童
の
避
難
誘

導
に
始
ま
り
、
各
消
防
隊
の
火
災
防
御

体
形
行
動
、
救
助
隊
に
よ
る
負
傷
者
の

救
出
・
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
た
後
、
教

職
員
・
児
童
を
対
象
に
消
火
器
の
使
用

方
法
な
ど
の
指
導
が
行
わ
れ
、
初
期
消

火
の
大
切
さ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
習
終
了
後
、
消
防
団
に
よ
る
火
災

予
防
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
か

ら
の
肪
火
対
策
を
訴
え
ま
し
た
。

児
童
も
消
火
器
を
体
験



カ
ル
タ
と
り
大
会

　
　
真
剣
な
２
６
０
の
ま
な
ざ
し

　
壬
生
町
教
育
委
員
会
と
壬
生
町
子

供
会
育
威
令
連
絡
協
議
会
（
水
井
正

成
会
長
）
共
催
の
第
６
回
壬
生
町
カ

ル
タ
と
り
犬
合
が
２
月
６
日
、
千
生

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
町
内
８
小

学
校
か
ら
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
競
技
は
、
個
人
戦
（
低
・
中
・
高

学
年
別
）
と
団
体
戟
（
学
校
対
抗
）

が
行
わ
れ
、
２
６
０
の
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
会
場
が
包
ま
れ
て
、
日
本
古

来
の
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ル
タ
に
飛
び
つ
く
児
童

　
　
成
績

■
個
人
戦

（
低
学
年
マ
ー
～
２
年
）
の
部
】

優
勝
早
乙
女
知
行
晏
小
２
玉

章
優
勝
高
田
　
俊
幸
宝
小
２
年
）

３
位
佐
藤
忠
郎
♀
小
１
年
）

言
堅
両
得
点
者
（
予
選
・
決
勝
の
得

　
点
枝
言

　
2
4
枝
高
田
俊
幸
宝
小
２
年
）

【
中
学
年
（
３
～
４
年
）
の
剖
】

優
勝
大
橋
　
彩
（
壬
小
４
年
）

準
優
勝
武
田
恵
奈
（
睦
小
４
年
）

３
位
有
待
　
優
（
稲
小
４
年
）

白
皿
高
得
占
一
昔

　
１
６
枝
山
崎
勝
哉
宝
小
３
年
）

（
高
学
年
言
～
６
年
）
の
硝
】

優
勝
小
花
朝
臣
宝
小
５
年
）

準
優
勝
本
村
葉
美
（
壬
小
５
玉

３
位
安
納
　
一
徳
（
千
小
６
年
）

白
壁
高
得
点
者

　
1
5
枝
佐
藤
　
陽
子
宝
小
５
年
）

　
1
5
枝
　
野
口
　
尚
鳶
宝
小
５
玉

　
１
５
枝
山
口
達
也
宝
小
６
年
）

■
団
対
戦

優
勝
藤
井
小
学
校

章
優
勝
睦
牛
了
校

３
位
稲
葉
小
学
校

食
品
衛
生
表
彰
の
会

　
栃
本
県
食
品
衛
生
協
会
梅
本
支
部

の
食
品
衛
生
表
形
式
が
２
月
４
目
、

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
梅
本
で
行
わ
れ
、

席
上
、
同
千
生
分
会
（
橋
本
茂
会
意

の
会
員
な
ど
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

◆
食
品
衛
生
功
労
者

　
大
倉
一
夫
（
六
美
町
北
）

｀Ｗ／

◆
食
品
衛
生
優
良
施
設

　
北
海
星
示
寂
町
）

　
昧
　
彩
（
東
下
意

　
玉
川
寿
司
（
安
塚
南
）

◆
優
良
従
業
員

　
飯
島
フ
ク
呈
の
宮
ｃ
ｃ
勤
務

　
　
　
　
　
特
別
会
亘

黒
川
橋
河
川
敷
の
ゴ
ミ
を
撤
去

地
元
３
自
治
会
か
ら
２
０
０
人
参
加

　
羽
生
田
黒
川
橋
の
右
岸
河
川
敷
に

投
棄
さ
れ
て
い
発
ゴ
ミ
の
撤
去
作
業

が
２
月
２
・
３
日
の
両
日
、
隣
接
３

自
治
会
（
本
郷
、
松
原
、
西
部
）
の

皆
さ
ん
約
２
０
０
人
の
協
力
を
得
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
栃
木
県
上
本
部
河
川
諜

が
平
成
４
～
６
年
度
の
３
か
年
の
計

画
で
推
進
し
て
い
る
河
川
敷
の
不
法

投
棄
ゴ
ミ
撤
去
事
業
で
、
今
年
度
は

鬼
怒
川
、
思
川
、
里
川
河
川
敷
が
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
河
川
愛
謹
白
は
県
の
同
事

業
を
積
極
的
に
協
力
し
、
不
法
投
棄

の
な
い
き
れ
い
で
安
全
な
河
川
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
里
川
橋
河
川
敷
周

辺
の
３
自
治
会
の
み
な
き
ん
に
参
加

協
力
の
も
と
、
タ
ワ
ー
ー
ン
作
戦
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

　
作
業
実
績

《
２
月
２
日
》
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

　
金
属
・
ガ
ラ
ス
く
ず
、
建
設
廃
材

　
な
ど
の
安
定
５
品
目
２
９
９
�
。

《
２
月
３
日
》
廃
自
動
車
―
合
、
廃

　
タ
イ
ヤ
ー
３
４
本
、
そ
の
他
の
安

　
定
５
品
目
２
３
６
�
。

　
防
止
工
事

（
２
月
フ
日
〉
河
川
敷
の
柿
の
中
に

　
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
、
根
粒

　
　
（
番
線
２
段
）
を
２
６
ｍ
に
わ
た
り

　
設
置
し
ま
し
た
。

⑤⑤

｜

／

文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
　
歌

地
下
駅
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
敷
き
寝
て
る

人
の
そ
ば
を
毛
皮
が
ゆ
さ
ゆ
さ
通
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
往
稗
卜

夕
闇
は
さ
び
し
き
も
の
か
街
角
の

霧
の
中
よ
り
犬
の
こ
え
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
出
良
次
郎

電
話
に
て
高
校
入
試
合
格
の

孫
の
こ
え
全
身
耳
に
し
て
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
林
　
文
恵

陣
り
し
き
る
雪
の
な
か
来
て
く
ろ
ね

こ
が
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
置
い
て
ゆ
き
た

り
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

　
　
　
俳
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
う
そ
　
　
　
こ
た
っ

だ
ま
さ
れ
し
ぶ
り
の
嘘
き
く
春
矩
趨

　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
レ
ズ

平
つ
く
り
の
味
噌
に
叶
え
り
寒
鋭

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
秋
汀

し
ば
ら
く
は
日
暮
言
日
の
冬
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
本
文
一
．

足
の
喧
嘩
ま
た
は
じ
ま
り
ぬ
存
矩
趨

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
八
重
子

広報みぶ11
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恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の
皆
様
へ

　
請
求
は
も
う
お
済
み
で
す
か

　
総
理
府
の
認
可
法
人
で
あ
る
平
和
　
　
り
ま
す
。

記
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
恩
給
欠
　
　
　
現
在
ま
で
、
多
く
の
方
か
ら
請
求

偕
老
（
外
地
勤
務
の
経
験
が
あ
り
、
　
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
米
語

加
算
を
含
め
た
在
職
年
３
年
以
卜
の
　
　
求
の
方
は
左
記
あ
て
ま
で
請
求
し
て

方
）
に
、
。
内
閣
絵
理
大
臣
名
の
書
状
　
　
く
だ
さ
い
。

・
銀
杯
な
ど
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
請
求
先

　
ま
た
、
同
じ
く
引
揚
者
（
先
の
大
我
　
　
平
和
記
念
事
業
特
別
基
全
業
務
第
ユ
課

の
終
戦
に
暉
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
　
　
〒
－
１
２
東
京
都
文
京
区
犬
塚
５
－
３

か
ら
引
揚
げ
て
き
た
方
の
う
ち
、
昭
　
　
ｌ
ｇ
ｏ
３
－
３
９
４
５
－
４
７
０
４

邪
４
２
年
法
律
第
１
１
４
号
に
よ
る
特
　
　
　
な
お
、
請
求
書
類
は
、
役
場
福
祉
課

別
交
付
金
を
受
け
万
方
）
に
、
内
閣
　
　
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お

▽]]]]]]]４月は土地月間ロコ

　住み良い日本をつくるために

　　　　大切です

　｢みんなの土地｣の有効利用

「限りある資源」です土地は

｀Ｗ／

娶ポ諭
今むちゃ(p勁

春
の
交
通
安
全

　
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

思
い
や
り
で
高
め
よ
う
！

み
ぶ
の
交
通
マ
ナ
ー

●
期
間
　
４
月
６
日
～
４
月
１
５
日

(豪華賞品・福引き・お楽しみアトラクション)

17日子
再
雨
天

　
⑧

０
0
0

Ｉ
：

4/9、十回

AM9:00～PM3

場所　おもちゃ団地中央グランド
主催　おもちゃ団地協同組合

　
訂
　
正

　
前
月
［
ゲ
目
べ
九
ン
４
役
目
の
文
章

中
、
壬
生
町
自
治
会
連
絡
協
議
会
は
壬

生
町
自
治
会
連
合
会
の
誤
り
で
す
の

で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
）

寄

付
社
会
福
祉
優
心
血
）

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

合
１
万
円
①
フ
ラ
ツ
・
宍
土
フ
ス
縁

合
７
千
９
４
６
円
⑩
　
渡
辺
寅
八
様

示
２
千
円
③

　
　
　
　
壬
生
町
健
康
敦
皇
女
の
会
縁

合
３
万
２
千
２
１
０
円
⑧

　
　
　
　
南
犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
縁

合
３
千
４
５
２
円
①

　
　
　
　
　
　
　
小
僧
寿
し
壬
生
店
縁

合
５
千
円
①
　
　
　
　
　
橋
本
良
性
標

示
４
卜
則
子
　
　
　
　
　
田
村
ム
メ
様

４

等

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

　
（
納
期
限
５
月
２
日
）

●
国
民
年
金
（
１
期
及
び

前
納
）

　
（
納
期
限
４
月
2
8
且

納
期
限
間
際
は
窓
口
が
込
み

合
い
ま
す
。
早
め
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。

まちのうごき

　　　3月1日現在

40,094人（－1）

19792人　辻O）

20,302人（－1）

12,155世帯（十６）

　（　）内は前月比

給人□

　男

　女

世帯数
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